
か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り令和8年 （2026年）2月1日 第 2 7 2号     （3）

※自民党＝自民党・無所属の会
　ゆめみらい＝夢みらい鎌倉
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立憲＝立憲民主党鎌倉市議会議員団

公明党＝公明党鎌倉市議会議員団公正と法＝公正と法
日本共産党＝日本共産党鎌倉市議会議員団

大船駅周辺の駐輪場整備について

質問…閉鎖した東口自転車等駐車場の今後は。
まちづくり計画部長…令和８年度に工事費用を積算した上で修繕等工事に着
手し、速やかに再開できるよう取り組む。
質問…西口は民間含め50㏄以上のバイクを駐輪できる場所がない。また、50㏄
の定期利用待ち台数は100台を超えているが対策は。
同部長…今後、西口の市有地を活用して整備する方針。
質問…東口側の駐輪場が長年「暫定」である理由及び大型の立体駐輪場が作れ
ない理由は。
同部長…東口再開発事業の用地を活用しているため、事業再開時に速やかに撤
去できるよう大型の施設建築はできない。

その他の質問：大船駅東口再開発事業の今後の方針について、市長の
市政方針について（オーバーツーリズム、子育て、介護、図書館等）

無所属 細川　まなか

防犯カメラとセキュリティについて

質問…自治会町内会等が設置している地域防犯カメラと、市が設置している街
頭防犯カメラについて、製造元を確認しているか伺う。
市民防災部長…地域防犯カメラを設置する際に、補助金を交付しており、その
交付要綱の中で、防犯カメラの仕様がわかる書類を提出していただいている
が、製造元までの確認は行っていない。市が設置した街頭カメラについては
国内で生産されたものである。
質問…市が設置している街頭防犯カメラで撮影した映像は、どのように活用し
ているのか伺う。
同部長…警察からの依頼に基づき、事件・事故の証拠画像としての活用や行方
不明者の捜索のために活用している。

その他の質問：防災・減災に対する意識向上について、災害発生予防や
災害発生時の緊急対応について、教育子育てに関する課題について

ゆめみらい 小野田　康成

市長の公約『未来ビジョン2029』について

質問…津波避難路には私道も指定しており、公道と同様の整備は難しいが、市が支
援・補助等をして、安全かつ迅速な避難のため路面の整備等が重要であると捉え
ている。今度の取り組みについて伺う。
市民防災部長…津波避難路の対策は、地域の課題や意見を伺いながら取り組む
ことが重要であると考えており、引き続き取り組む。
質問…市長の公約に「ポイ捨て条例への罰則導入」とあるが、『罰則がある』とい
う認識からマナー向上につなげることが有効と考える。ぜひ実施してまちの
美化を推進してほしいがいかがか。
環境部長…オーバーツーリズム対策やまち美化推進にあたっても、罰則導入は
一つの方策であり、効果の高い制度を構築する必要がある。

その他の質問：民泊ガイドラインの策定、宿泊税導入に向けて、
戸別収集について、鎌倉歴史アーカイブプロジェクトについて

ゆめみらい 日向　慎吾

市役所新庁舎建設の物価高騰の影響について

質問…170億新庁舎と140億現庁舎あわせて310億円という工事費を算出し
たものとその他の大型事業について、物価高騰によって増額になった金額は
いくらか。
総務部長…既に実施設計を行い工事発注している名越中継施設、市営住宅、漁
業支援施設については一定の物価上昇を想定して契約を行っている。深沢新
庁舎は令和４年に策定した基本計画においてモデルプランを策定し、概算金
額を積算したもので、単純に当時と現在のデフレーターを踏まえると約26億
円増が見込まれ、約196億円と想定される。現在地は令和６年に策定した基
本計画においてモデルプランを策定し、概算金額を積算したもので、同様に
デフレーターを踏まえると約9.3億円増が見込まれ約148.9億
円と想定される。同様に試算をすると深沢地域整備事業は約
300億円となり、約36億円の増額となる。

公正と法 長嶋　竜弘

世界に誇れる鎌倉について

質問…公約で「世界に誇れる鎌倉を」と言っているけれど、松尾市長は、16年間
務めており、当初から世界遺産登録に熱心に取り組んでいた。新たに世界に
誇れる鎌倉とは、何を誇るのか。
市長…世界に誇れる点は、先人の方たちが築いてきた文化財の価値はもちろ
ん、現代に目を向ければ市民の方たちが、鎌倉に対して熱意を持って活動し、
未来を築こうとしていただいていることも十分世界に誇れるものであると
いうふうに感じている。
質問…村岡駅の鎌倉側の道路はどうなっているか。
市長…藤沢市の責任のもと進めており、適宜報告をいただき、しっかりと進捗
を確認している。

その他の質問：新下水道計画進捗状況について、交通道路行政について、
災害時等の職員体制について

無所属 松中　健治

伝わる広報・発信について

質問…行政の発信は、分かりづらくても市民は必ず辿りつかざるを得ない。そ
れ故に不便さが改善され難い。だからこそ、“分かりやすく、伝わる広報”に努
めることは市政への信頼に関わる問題である。広報の在り方や手法を含め、
市として現状をどう捉えているか。また生成AIを活用し、行政情報をより分
かりやすくする考えはあるか。
副市長…市の広報は市のビジョンや政策を市民と共有し、信頼と共感を築く重
要な経営機能だと認識している。より分かりやすい情報発信に向けた広報体
制の構築が必要であり、生成AIについても業務効率化に加え、情報の見える
化への活用を検討していきたい。

鎌倉前進 岡崎　修也

その他の質問：スポーツ政策の推進について、深沢・村岡のまちづくり
の市民参画について

その他の質問：由比ガ浜中学校について、学校施設の老朽化について、
国民保護計画についてなど。

市民生活を支えるための自立支援を

質問…外国人生活保護受給者（世帯）の扶助費について、鎌倉市の直近３年間の
状況について伺う。
健康福祉部長…令和４年度決算額は17世帯分で2704万9840円、令和５年度
決算額は15世帯分で3431万8925円、令和６年度決算額は17世帯分で
2818万7487円である。
質問…最高裁判決で示されているが、権利ではなく行政裁量で支給されてい
る。一時的な援助に関しては必要と思うが、恒久的な保護は見直すべきであ
り、自立支援のサポートをお願いしたい。
同部長…外国籍の方も含めて、経済的だけでなく、様々な自立の支援に向けて
着実に取り組んでいきたいと考えている。

公正と法 重黒木　優平

高齢者福祉サービス/健康づくり事業について

質問…ケアマネジャーのシャドーワーク等負担軽減の取組について
健康福祉部長…ご苦労が多いと認識しており心からの敬意と謝意を表すと共
に、市としてケアマネジャーのベースアップに繋がる取り組み等の支援を国
に強く要望している所である。
質問…検診の充実を含む保健医療福祉センターを整備すべきだと思うがいか
がか。
同部長…健康づくりの拠点については、深沢のまちづくりを進めていく中で、
他の機能と併せて配置していく。医療と福祉機能を兼ね備えた仮称医療福祉
センターは鎌倉市医師会、歯科医師会の意向を確認しながら鎌倉地域に整備
できるよう進めていく。

公明党 岸本　都美代


